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21.1 本研究の流れ
2013年度－2014年度 １
⽇本海側住⺠の津波防災意識に関する分析
• 住⺠アンケート調査研究の実施、分析

2014年度－2015年度 １
⽇本海側⾃治体の津波防災に関する分析
• パイロットスタディ︓⾃治体、住⺠へのヒアリング
• ⽇本海側⾃治体郵送調査の実施、分析

2016年度ー2017年度 １
⽇本海側住⺠の想定受容に関する分析
• 想定の受容、確率評価の受容に関する分析
• リスク認知の地域差に関する分析

2018年度 １

⽇本海側の防災に関する「地域類型化」
• 地域類型化の研究 離島・巨⼤想定・漁港、漁村の防災

2019年度 １

⽇本海沿岸住⺠の防災意識に関する調査
• 2019年6⽉18⽇⼭形県沖の地震における住⺠の避難⾏動に関する調査の実施、分析

31.2 過去、⽇本海側に関して実施した住⺠調査
1. 北海道⼩樽市、秋⽥県秋⽥市、新潟県新潟市、⿃取県⽶⼦市を対象とした

質問紙調査（2013年11⽉実施）
- ⽇本海側全般の地震災害への不安の⾼さ
- 秋⽥県や新潟県などの津波不安への不安の⾼さ
- 地震津波災害体験者率の低さ

2. ⽇本海側に⾯する⾃治体を対象とした質問紙調査（2015年3⽉実施）
- 太平洋側と⽐較したときの、⽇本海側の⾃治体の地震・津波対策のノウハウの不⾜
- 津波災害への啓発策に対する課題

3. 全国の住⺠を対象としたWEB調査（2016年3⽉実施）
- ⽇本海側の地震・津波に関する認識として、その発⽣の可能性や過去の履歴、特性について
認知度が低い

- 想定もあまり周知されていない

➡実際に発⽣した地震・津波発⽣時に住⺠はどのような⾏動をとったの
かを明らかにする



41.3 ⽇本海側の津波避難の特徴
• ⽇本海側は地震の規模に⽐べて津波が⾼く、津波到達までの時間が短い

- トラフ型と活断層型の地震の違い
- 津波警報、⼤津波警報を待っていてはならない

• 2019年6⽉18⽇⼭形県沖の地震後の津波観測に関する情報（内閣府より）

➡北海道南⻄沖地震（1993年7⽉12⽇22時17分）
- 22時20分奥尻町南側に第⼀波、4〜5分後に島の対岸にある北海道南⻄岸の瀬棚町や
⼤成町に到達、22時22分に⼤津波警報発表

➡⽇本海中部地震（1983年5⽉26⽇11時59分）
- 12時7分深浦に第⼀波、男⿅に12時8分、能代に12時24分、酒⽥に12時42分到達

津波観測点名称 津波の⾼さ（最⼤波） 最⼤波観測時刻
新潟 0.1m 19⽇ 00︓06
酒⽥ 微弱 18⽇ 23︓34
粟島 微弱 18⽇ 22︓48

佐渡市鷲崎 微弱 18⽇ 23︓49
輪島港 微弱 19⽇ 00︓07

調査概要



62.1 2019年6⽉18⽇⼭形県沖の地震
概要
• 令和元年 6 ⽉ 18 ⽇ 22:22 頃発⽣
• 場所︓⼭形県沖（北緯 38.6 度、東経 139.5 度）
• 各地の震度（気象庁より）

- 震度６強新潟県村上市
- 震度６弱⼭形県鶴岡市
- 震度５弱新潟県⻑岡市・柏崎市・阿賀町 ⼭形県酒⽥市・⼤蔵村・三川町

秋⽥県由利本荘市
• 津波注意報（気象庁より）

- ⼭形県、新潟県上中下越、佐渡、⽯川県能登（同⽇22 時 24 分）
- その後、19 ⽇ 01 時 02 分解除

• 避難情報（各市町村より）
- ⼭形県鶴岡市 22︓24 避難勧告︖ ※3,705世帯9,429⼈
- 新潟県新潟市 22︓24 避難指⽰（緊急）※海岸付近の⼈
- 村上市や粟島浦村などは避難情報の発表なし

• 被害情報（消防庁より）
- 19の市町で合計43⼈が負傷
- 鶴岡市で656棟、村上市で577棟が⼀部損壊ほか

2.2 調査概要

１ 調査対象︓新潟市、村上市、鶴岡市、粟島浦村 2894世帯
下記市村のハザードマップ上の津波浸⽔が予想される地域の居住世帯
• 新潟市︓北区松浜みなと、東区神明町、東区浜町、東区臨海町、東区臨港町
• 村上市︓府屋、岩崎のうち、津波ハザードマップ上の浸⽔予想地域
• 鶴岡市︓温海、⼤岩川、⼩岩川、⿏ケ原、堅苔沢、⼩波渡、加茂、今泉
• 粟島浦村︓全域
２ 調査期間︓令和元年9/28（⼟）〜12/4（⽔）
３ 有効回収数/回収率、⽅法
1029サンプル／35.6％ 2894票配布

• 新潟市 ︓245サンプル／30.6％ 800票配布、訪問配布郵送回収
• 村上市 ︓69サンプル／27.8％ 248票配布、タウンメール郵送配布郵送回収
• 鶴岡市 ︓668サンプル／39.8％ 1678票配布、郵送配布郵送回収
• 粟島浦村︓47サンプル／28.0％ 168票配布、⾃治体配布郵送回収
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82.3 調査地点

粟島浦村

鶴岡市

村上市

新潟市

調査結果①地震直後の様⼦、情報



被害程度と当⽇の所在 10

0.7

23.5

8.0

32.6

17.1

0.0

0.0

2.0

0.8

2.9

62.3

18.8

56.5

30.4

0.7

29.8

10.3

43.3

22.8

0.0

0.0

0.0

4.3

2.1

0.0 % 20.0 % 40.0 % 60.0 % 80.0 %

⾃宅が半壊した

⾃宅が⼀部損壊した

家の中の家具が転倒した

家の中で、棚から物や
電化製品が落下した

その他

全体
Ａ．新潟市
Ｂ．村上市
Ｃ．鶴岡市
Ｄ．粟島浦村

95.6

95.1

95.7

96.4

87.2

2.2

4.1

1.4

1.6

2.1

1.6

0.8

1.4

1.2

10.6

0.6

1.4

0.7

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

全体

Ａ．新潟市

Ｂ．村上市

Ｃ．鶴岡市

Ｄ．粟島浦村

⾃宅にいた 市内の別の場所 出張や旅⾏などで、市内にはいなかった 無回答

地震直後の様⼦ 11

49.2

28.2

12.7

4.4

7.9

5.8

8.7

6.8

8.7

0.1

0.1

15.3

2.4

11.6

65.4

15.2

14.4

6.2

7.0

3.7

5.8

5.3

6.2

0.0

0.4

14.8

0.8

9.5

37.3

41.8

16.4

7.5

6.0

6.0

6.0

10.4

9.0

0.0

0.0

11.9

3.0

7.5

43.5

32.8

11.8

3.7

8.2

6.7

9.9

6.4

9.3

0.2

0.0

15.3

3.1

13.0

61.9

9.5

11.9

0.0

11.9

2.4

11.9

14.3

14.3

0.0

0.0

23.8

0.0

9.5

0.0 % 20.0 % 40.0 % 60.0 % 80.0 %

落ち着いてじっと様⼦をみていた

ほとんど動けなかった

⽕の始末をしたり、ガスの元栓を締めたりした

家具が倒れないように押さえた

安全な場所に隠れたり、⾝を守ったりした

頑丈なものにつかまって⾝を⽀えた

⼦供や⽼⼈、病⼈などを保護した

⼾、窓などを開けた

家や建物の外に⾶び出した

建物の中に⾶び込んだ

⾞・バイク・⾃転⾞などを⽌めた

まわりの⼈の安全を確かめようとした

無我夢中でおぼえていない

その他

全体
Ａ．新潟市
Ｂ．村上市
Ｃ．鶴岡市
Ｄ．粟島浦村



被害の認識、直後に知りたかった情報 12

58.4

84.8

47.8

33.4

30.3

4.7

17.7

22.4

3.6

54.3

87.7

37.9

54.3

22.2

4.9

11.5

17.3

2.5

62.7

77.6

59.7

20.9

31.3

1.5

16.4

26.9

6.0

59.4

83.8

50.8

26.4

32.8

5.2

19.5

24.4

3.4

59.5

95.2

38.1

40.5

35.7

0.0

26.2

14.3

9.5

0.0 % 20.0 % 40.0 % 60.0 % 80.0 % 100.0 %

今回の地震についての震源地や規模などの情報
津波が来るかどうかの情報

今後の余震の可能性やその規模
⾃分や⾃分の家族が避難すべきかどうかという情報

⾃分の住む地域にどんな被害が起こっているかについての情報
家に戻らない家族の安否や居所

市町村や消防の応急措置の内容や指⽰・連絡
道路、通信、電気、ガス、⽔道が⼤丈夫かといった情報

その他

全体
Ａ．新潟市
Ｂ．村上市
Ｃ．鶴岡市
Ｄ．粟島浦村

61.6
53.9

67.2
63.2

71.4

13.5
7.0

16.4
16.2

4.8

23.5
37.4

14.9
19.2

23.8

1.4
1.6
1.5
1.4
0.0

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

全体
Ａ．新潟市
Ｂ．村上市
Ｃ．鶴岡市

Ｄ．粟島浦村
揺れのわりに被害が⼩さかったと思う 揺れのわりに被害が⼤きかったと思う どちらともいえない 無回答

あなたの住居は、ハザードマップ上で、どのような場所か 13

61.8

10.7

8.5

13.7

68.7

2.1

9.9

15.6

53.7

11.9

14.9

11.9

60.3

13.0

7.9

13.0

57.1

23.8

16.7

0.0 % 20.0 % 40.0 % 60.0 % 80.0 %

津波の浸⽔の可能性がある場所

津波の浸⽔の可能性がない場所

ハザードマップをみたことがない

わからない

全体
Ａ．新潟市
Ｂ．村上市
Ｃ．鶴岡市
Ｄ．粟島浦村

全体 16.2 ％ 21.1 ％ 18.6 ％ 44.1 ％ 5.0 ｍ
Ａ．新潟市 36.5 ％ 14.4 ％ 1.8 ％ 47.3 ％ 1.7 ｍ
Ｂ．村上市 5.6 ％ 19.4 ％ 22.2 ％ 52.8 ％ 5.5 ｍ
Ｃ．鶴岡市 8.4 ％ 23.5 ％ 26.1 ％ 42.0 ％ 6.3 ｍ
Ｄ．粟島浦村 20.8 ％ 29.2 ％ 8.3 ％ 41.7 ％ 3.7 ｍ

２ｍ以下 ５ｍ以下 それ以上 無回答 平  均



津波による被害の予期、河川遡上による被害の予期 14

10.7
7.0

11.9
12.5

2.4

40.3
40.3

28.4
41.4

42.9

24.4
19.3

26.9
25.5

33.3

18.4
26.7

23.9
14.7

19.0

3.0
2.5

3.0
3.4

1.0
1.6

4.5
0.5

2.2
2.5
1.5
2.1
2.4

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

全体
Ａ．新潟市
Ｂ．村上市
Ｃ．鶴岡市

Ｄ．粟島浦村
津波が来て、
必ず⾃宅が被害を
受けると思った

津波が来て、もしかしたら
⾃宅が被害を受けるかも
しれないと思った

津波が来るが、⾃宅に
被害をもたらすことは
ないと思った

津波は来ない
と思った

津波のことは
まったく考えなかった

その他 無回答

8.9

11.1
13.3

8.5

30.5

55.6
37.8

23.3
12.1

14.3

18.5
26.7

12.7
3.0

6.2

4.9
6.7

6.7
3.0

3.8

3.1
2.2

4.4

24.9

2.5

2.2

30.8

72.7

8.4

3.7
11.1

9.8
6.1

2.9

0.6
0.0

3.8
3.0

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

全体

Ａ．新潟市
Ｂ．村上市

Ｃ．鶴岡市
Ｄ．粟島浦村
津波が近くの
河川をさかのぼって、
必ず⾃宅が被害
を受けると思った

津波が近くの河川
をさかのぼって、
もしかしたら⾃宅が被害を
受けるかもしれない思った

津波が近くの河川を
さかのぼって来るが、
⾃宅に被害をもたらす
ことはないと思った

津波が近くの
河川をさかのぼって
来ることは
ないと思った

津波が近くの
河川をさかのぼって
来ることはまったく
考えなかった

⾃宅の近く
に河川がない

その他 無回答

調査結果②津波注意報



津波注意報の⼊⼿時間 16

59.5

72.0

65.7

54.0

61.9

25.2

17.7

23.9

27.9

28.6

6.0

3.7

6.0

6.9

4.8

6.2

3.7

3.0

7.6

2.4

3.2

2.9

1.5

3.5

2.4

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

全体

Ａ．新潟市

Ｂ．村上市

Ｃ．鶴岡市

Ｄ．粟島浦村

地震後すぐに
⼊⼿した（１０分以内）

地震から少し時間がたって
から⼊⼿した（１１分〜１時間）

地震から時間が
たってから⼊⼿した

⼊⼿しなかった 無回答

津波注意報の⼊⼿⼿段 17

51.8

24.0

19.2

43.2

21.9

2.3

1.0

10.2

8.7

10.2

5.0

4.3

0.7

0.7

2.2

0.2

3.0

69.7

38.3

9.1

40.0

23.4

2.3

0.6

12.6

6.3

4.6

1.7

1.7

0.0

0.0

0.6

0.0

2.9

65.9

20.5

15.9

50.0

25.0

0.0

0.0

13.6

2.3

11.4

2.3

2.3

0.0

0.0

2.3

0.0

4.5

39.3

18.6

25.7

44.6

20.6

2.0

1.1

9.3

11.3

13.3

7.1

6.2

1.1

1.1

2.8

0.3

2.5

76.9

7.7

3.8

34.6

23.1

11.5

3.8

0.0

0.0

3.8

3.8

0.0

0.0

0.0

3.8

0.0

7.7

0.0 % 20.0 % 40.0 % 60.0 % 80.0 % 100.0 %

ＮＨＫテレビから情報を得た

⺠放テレビから情報を得た

ラジオから情報を得た

役場から情報を得た(同報無線、防災⾏政無線、広報⾞、Jアラートなど)

スマホの防災に関するアプリ（Yahoo!防災など）から情報を得た

ホームページなどインターネットから情報を得た

FacebookやTwitterなどから情報を得た

防災情報を配信するメールで情報を得た

家族・友⼈・知⼈から直接聞いた

⾃治会・近所の⼈から直接聞いた

消防署員・消防団・役場職員から直接聞いた

家族・友⼈・知⼈から電話で聞いた

⾃治会・近所の⼈から電話で聞いた

消防署員・消防団・役場職員から電話で聞いた

家族・友⼈・知⼈からＬＩＮＥで聞いた

⾃治会・近所の⼈からＬＩＮＥで聞いた

その他

全体
Ａ．新潟市
Ｂ．村上市
Ｃ．鶴岡市
Ｄ．粟島浦村



津波注意報後の津波の予期 18

10.2

5.1

6.8

13.3

7.7

49.2

51.4

45.5

49.4

38.5

34.7

34.3

43.2

32.5

53.8

2.0

2.9

2.3

1.7

0.8

0.6

2.3

0.8

3.0

5.7

2.3

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

全体

Ａ．新潟市

Ｂ．村上市

Ｃ．鶴岡市

Ｄ．粟島浦村

被害が起こるような
津波が必ず来ると思った

もしかしたら被害が
起こるような津波が来ると思った

被害が起こるような
津波は来ないと思った

津波のことはまっ
たく考えなかった

その他 無回答

調査結果③避難



避難・避難時間 20

 ５分未満 １０分未満 １５分未満 ３０分未満 ３０分以上 覚えていない無回答 平  均
全体 10.6 ％ 25.5 ％ 25.5 ％ 18.3 ％ 5.0 ％ 11.0 ％ 4.1 ％ 10.8 分
Ａ．新潟市 5.6 ％ 19.8 ％ 24.1 ％ 29.0 ％ 6.2 ％ 10.5 ％ 4.9 ％ 12.8 分
Ｂ．村上市 2.5 ％ 32.5 ％ 20.0 ％ 32.5 ％ 5.0 ％ 5.0 ％ 2.5 ％ 14.4 分
Ｃ．鶴岡市 12.1 ％ 26.4 ％ 26.9 ％ 14.8 ％ 4.8 ％ 11.1 ％ 3.9 ％ 10.2 分
Ｄ．粟島浦村 18.2 ％ 30.3 ％ 15.2 ％ 9.1 ％ 3.0 ％ 18.2 ％ 6.1 ％ 7.8 分

59.4

37.9

44.8

68.7

61.9

20.4

28.8

14.9

18.0

16.7

17.6

31.3

37.3

10.4

19.0

2.7

2.1

3.0

2.9

2.4

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

全体

Ａ．新潟市

Ｂ．村上市

Ｃ．鶴岡市

Ｄ．粟島浦村

すぐに避難した すぐには避難しなかったが、念のため避難した 避難しなかった 無回答

避難⼿段・持ち出し品 21

59.8

80.0

9.1

20.4

11.8

11.2

17.4

21.7

81.5

88.3

8.0

21.0

8.0

9.9

9.9

16.7

65.0

77.5

15.0

15.0

20.0

22.5

12.5

20.0

54.6

77.3

8.8

20.4

12.9

11.1

18.8

22.9

36.4

87.9

12.1

24.2

3.0

6.1

36.4

27.3

0.0 % 20.0 % 40.0 % 60.0 % 80.0 % 100.0 %

財布
スマートフォン・携帯電話

⾮常⾷
⽔

着替え
常備薬
避難袋
その他

全体
Ａ．新潟市
Ｂ．村上市
Ｃ．鶴岡市
Ｄ．粟島浦村

65.4

34.7

0.5

2.0

41.4

58.6

1.2

1.2

27.5

77.5

0.0

5.0

74.1

25.9

0.2

2.1

78.8

18.2

3.0

0.0

0.0 % 20.0 % 40.0 % 60.0 % 80.0 % 100.0 %

徒歩

⾃動⾞

オートバイ・⾃転⾞

その他

全体
Ａ．新潟市
Ｂ．村上市
Ｃ．鶴岡市
Ｄ．粟島浦村



最初の避難先 22

32.9

50.6

27.5

28.7

24.2

29.3

4.9

10.0

37.9

24.2

26.3

25.3

55.0

23.2

48.5

2.9

5.6

2.5

2.3

1.0
2.5

2.5

0.5

4.4

7.4

3.9

3.0

3.4

3.7

2.5

3.5

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

全体

Ａ．新潟市

Ｂ．村上市

Ｃ．鶴岡市

Ｄ．粟島浦村

近くの⾼台 ⼀次避
難場所

指定
避難所

少し離れた
家族・親戚の家

少し離れた
知り合いの家

その他 無回答

避難した理由 23

58.5

52.6

35.4

10.6

19.7

25.2

18.7

9.2

4.2

14.7

17.4

1.4

14.6

5.9

34.7

10.6

6.0

29.0

77.8
38.9

4.3

13.6

25.9

27.2

17.3

13.0

20.4

1.9

0.0

11.1

2.5

34.0

0.0

5.6

72.5

45.0

30.0

12.5

12.5

30.0

22.5

7.5

2.5

15.0

17.5

2.5

30.0

7.5

27.5

0.0

15.0

66.9

46.1

35.6

11.4

22.2

25.7

16.0

7.2

2.1

13.2

22.0

1.8

14.6

6.9

37.0

15.0

5.3

42.4

48.5

21.2

24.2

15.2

6.1

18.2

6.1

0.0

12.1

15.2

0.0

12.1

3.0

9.1

0.0

9.1

0.0 % 20.0 % 40.0 % 60.0 % 80.0 %

地震の揺れが⼤きかったから

津波注意報を聞いたから

⾃治体から避難指⽰（緊急）や避難の呼びかけを聞いたから

消防署員・消防団・役場職員が避難するよう呼びかけていたから

⾃治会・近所の⼈が避難するよう呼びかけていたから

家族が避難しようと⾔ったから

周囲の⼈が避難していたから

ＮＨＫが避難するよう呼びかけていたから

⺠放テレビが避難するよう呼びかけていたから

緊急速報メールを受信したから

津波の避難訓練をしていたから

地震の前々⽇が、新潟地震が発⽣した⽇で津波…

新潟地震（１９６４年）の津波を思い出したから

⽇本海中部地震（１９８３年）の津波を思い出したから

東⽇本⼤震災（２０１１年）の津波を思い出したから

停電したから

その他

全体

Ａ．新潟市

Ｂ．村上市

Ｃ．鶴岡市

Ｄ．粟島浦村



避難をやめて⾃宅に戻った⽇時 24

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

70.0

80.0

90.0

全体 Ａ．新潟市 Ｂ．村上市 Ｃ．鶴岡市 Ｄ．粟島浦村

避難を⽌めた理由（帰宅した理由） 25

58.9

41.6

35.2

17.9

3.4

12.2

9.8

0.4

32.1

16.0

64.8

37.0

6.8

9.3

7.4

0.0

67.5

17.5

47.5

17.5

7.5

20.0

10.0

0.0

65.5

50.0

26.9

13.0

2.3

13.2

10.9

0.5

66.7

51.5

18.2

9.1

0.0

0.0

3.0

0.0

0.0 % 20.0 % 40.0 % 60.0 % 80.0 %

津波注意報が解除されたから

避難勧告・避難指⽰
（緊急）が解除されたから

もう津波は来ないと思ったから

周囲の⼈が避難を
やめていたから

もう余震はないと思ったから

停電していなかったから

その他

特に理由はない

全体（N=803）
Ａ．新潟市（N=162）
Ｂ．村上市（N=40）
Ｃ．鶴岡市（N=568）
Ｄ．粟島浦村（N=33）



避難しなかった理由 26

28.2

53.1

20.3

3.4

4.0

0.0

2.8

2.8

22.0

0.6

2.8

13.0

28.8

26.3

50.0

23.7

0.0

0.0

0.0

1.3

3.9

19.7

1.3

1.3

14.5

26.3

24.0

64.0

28.0

4.0

0.0

0.0

0.0

8.0

20.0

0.0

12.0

20.0

16.0

33.8

51.5

13.2

7.4

4.4

0.0

5.9

0.0

27.9

0.0

1.5

8.8

38.2

12.5

62.5

25.0

0.0

50.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

12.5

12.5

0.0 % 20.0 % 40.0 % 60.0 % 80.0 %

夜だったから

⾃宅には津波は来ないと思っていたから

津波注意報だったから

避難先で地すべりやがけ崩れに
巻きこまれることが怖かったから

海の様⼦を⾒に⾏っていたから

船の沖出しをしたから

津波注意報や避難情報が出ていることを知らなかったから

⾃分や家族が避難先で過ごすことをいやがったから

⾃分や家族に⾼齢者、障害のある者がいるから

家族に乳幼児がいるから

家屋や家財が⼼配だったから

津波のことは特に考えなかったから

その他

全体（N=177）
Ａ．新潟市（N=75）
Ｂ．村上市（N=25）
Ｃ．鶴岡市（N=68）
Ｄ．粟島浦村（N=8）

津波災害の際の避難意図（地域差はない） 27

2.6

2.6

2.6

2.5

2.5

2.5

2.5

2.4

2.4

2.5

2.4

2.4

2.6

2.4

2.5

2.5

2.5

2.2

2.3

2.4

2.3

2.7

2.6

2.6

2.5

2.5

2.5

2.5

2.6

2.5

2.6

2.4

2.3

2.6
2.3

0.0 1.0 2.0 3.0

（Ａ）⼤きな地震が起こったとき

（Ｂ）津波警報を聞いたとき

（Ｃ）⾃治体から避難勧告・避難指⽰（緊急）が発表されたとき

（Ｄ）家族が避難しようと⾔ったとき

（Ｅ）⾃治会・近所の⼈から避難を呼びかけられたとき

（Ｆ）消防署員・消防団・役場職員などから避難を呼びかけら…

（Ｇ）周囲の⼈たちが避難を始めたとき

全体
Ａ．新潟市
Ｂ．村上市
Ｃ．鶴岡市
Ｄ．粟島浦村

71.6

73.9

75.2

69.1

70.0

74.1

67.3

22.0

17.1

15.7

18.2

19.3

15.5

21.2

2.9

2.5

1.7

1.5

1.6

1.1

1.7

0.5

0.4

0.3

0.2

0.3

0.2

0.2

3.0

6.1

7.1

11.1

8.8

9.2

9.6

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

（Ａ）⼤きな地震が起こったとき

（Ｂ）津波警報を聞いたとき

（Ｃ）⾃治体から避難勧告・避難指⽰（緊急）が発表されたとき

（Ｄ）家族が避難しようと⾔ったとき

（Ｅ）⾃治会・近所の⼈から避難を呼びかけられたとき

（Ｆ）消防署員・消防団・役場職員などから避難を呼びかけられたとき

（Ｇ）周囲の⼈たちが避難を始めたとき

必ず避難すると思う たぶん避難すると思う たぶん避難しないと思う 必ず避難しないと思う 無回答



避難の意思決定の要素

４点尺度（0点〜３点）

28

0.0 0.5 1.0 1.5 2.0 2.5 3.0

（Ａ）⾃宅がある場所は、津波に対して危険だと思う

（Ｂ）この地域に住んでいる以上、津波によって死んだり、⼤きな怪我をする…

（Ｃ）⼤きな津波では、指定された避難場所に避難をしても、絶対安全とは限…

（Ｄ）近所の⼈は私に対して「⼤きな地震の時はあなたも避難したほうがい…

（Ｅ）近所の⼈は「強く⻑い揺れを感じたら、地域の者はみな避難をするべ…

（Ｆ）近所に住むほとんどの⼈は、津波が来たらすぐに避難すると思う

（Ｇ）強く⻑い揺れを感じたら、近所に住むほとんどの⼈は、すぐに避難する…

（Ｈ）近所の⼈が避難するなら、⾃分も避難した⽅がいい

（Ｉ）避難をすすめられたら、危険はないと思っていても避難しなければなら…

（Ｊ）避難する時には、できるだけ周りの⼈とも助け合って避難すべきだと思う

（Ｋ）強く⻑い揺れがあったら、津波に備えて、すぐに地域みんなで避難をは…

（Ｌ）周りの⼈がほとんど避難していなくても、⾃分は避難すべきだと思う

（Ｍ）津波が来ないと思っても、避難しないと、周囲や役所の⼈に迷惑をかけ…

（Ｎ）避難所（避難場所）に⾏くのは⾯倒だ

（Ｏ）避難所（避難場所）での集団⽣活はいやだ

（Ｐ）たいした被害がないのならば、避難するのは無駄だ

全体
Ａ．新潟市
Ｂ．村上市
Ｃ．鶴岡市
Ｄ．粟島浦村

避難の意思決定の要素に関する因⼦分析 29

因⼦Ｉ 因⼦Ⅱ 因⼦Ⅲ 因⼦Ⅳ
命令規範 記述規範 リスク認知 避難コスト

因⼦Ｉ 命令規範 
（Ｉ）避難をすすめられたら、危険はないと思っていても避難しなければならないと思う .777 -.019 -.016 -.029
（M）津波が来ないと思っても、避難しないと、周囲や役所の⼈に迷惑をかけてしまうから避難すべきだ .674 -.083 -.031 -.016
（Ｋ）強く⻑い揺れがあったら、津波に備えて、すぐに地域みんなで避難をはじめるべきだ .661 .107 -.009 -.035
（Ｌ）周りの⼈がほとんど避難していなくても、⾃分は避難すべきだと思う .641 -.187 .131 -.055
（Ｈ）近所の⼈が避難するなら、⾃分も避難した⽅がいい .597 .204 -.025 .067
（Ｊ）避難する時には、できるだけ周りの⼈とも助け合って避難すべきだと思う .535 .126 -.079 .031
（Ｄ）近所の⼈は私に対して「⼤きな地震の時はあなたも避難したほうがいい」と思っている .319 .257 .158 .005

因⼦Ⅱ 記述規範
（Ｆ）近所に住むほとんどの⼈は、津波が来たらすぐに避難すると思う -.106 .885 .053 -.032
（Ｇ）強く⻑い揺れを感じたら、近所に住むほとんどの⼈は、すぐに避難すると思う .008 .850 -.056 .000
（Ｅ）近所の⼈は「強く⻑い揺れを感じたら、地域の者はみな避難をするべき」と考えていると思う .242 .510 .020 .006

因⼦Ⅲ リスク認知
（Ｂ）この地域に住んでいる以上、津波によって死んだり、⼤きな怪我をする恐れがあると思う -.021 -.005 .927 -.029
（Ａ）⾃宅がある場所は、津波に対して危険だと思う -.069 .044 .763 -.019
（Ｃ）⼤きな津波では、指定された避難場所に避難をしても、絶対安全とは限らないと思う .152 -.025 .338 .168

因⼦Ⅳ 避難コスト
（Ｎ） 避難所（避難場所）に⾏くのは⾯倒だ -.021 -.015 .034 .755
（Ｏ）避難所（避難場所）での集団⽣活はいやだ .096 -.063 .057 .744
（Ｐ）たいした被害がないのならば、避難するのは無駄だ -.168 .068 -.052 .578

固有値 5.226 1.869 1.630 1.165
累積固有値（％） 32.7 44.3 54.5 61.8

因⼦抽出法: 最尤法  回転法: Kaiser の正規化を伴うﾌﾟﾛﾏｯｸｽ法 



避難の意思決定 30

標準化係数（β） 有意確率 VIF
事前の知識・事前の訓練：

ハザードマップの認知 0.008 1.190
⽇本海側地震の発⽣の認知 -0.022 1.411
⽇本海側地震に関する知識 -0.045 1.405
事前準備 -0.060 * 1.445
津波の避難訓練 0.074 ** 1.239
新潟地震を思い出したから 0.045 1.149
東⽇本⼤震災を思い出したから 0.059 * 1.301

環境的要因：
地震の揺れ 0.214 *** 1.580
注意報の認知 0.183 *** 1.322
避難指⽰・呼びかけ 0.082 *** 1.173
近所の呼びかけ 0.067 ** 1.103
津波可能性（問７） 0.119 *** 1.399
津波注意報 -0.032 1.252
同居避難数 0.155 *** 1.238

⼼理的要因：
避難意図 0.183 *** 1.664
命令規範 0.142 *** 3.081
記述規範 -0.024 1.927
リスク認知 0.025 1.716
避難コスト -0.090 *** 1.385

地域：
鶴岡市 0.110 *** 1.867
村上市 0.004 1.293
粟島浦村 0.069 ** 1.270

デモグラフィック要因：
性別 0.022 1.162
年齢 -0.021 1.347

相関係数 .760
⾃由度調整済決定係数（修正R２） .578 ***

⼈数（Ｎ） .565

調査結果④その他
⽇本海側の地震に関する知識
平時、事前の防災⾏動



⽇本海側地震の発⽣に関する認知 32

0.0 % 20.0 % 40.0 % 60.0 % 80.0 % 100.0 %

（Ａ）⽇本海域で津波が起こる可能性があること

（Ｂ）⽇本海側で過去、津波が発⽣してきたこと

（Ｃ）１９６４年の新潟地震で津波が発⽣したこと

（Ｄ）１９８３年に⽇本海中部地震で津波が発⽣したこと

（Ｅ）１９９３年に北海道南⻄沖地震が発⽣し、奥尻町が被
害を受けたこと

全体
Ａ．新潟市
Ｂ．村上市
Ｃ．鶴岡市
Ｄ．粟島浦村

⽇本海側地震の特性に関する認知 33

0.0 % 20.0 % 40.0 % 60.0 % 80.0 % 100.0 %

（Ｆ）⽇本海側では、太平洋側と違いプレート境界が明⽩でないこと

（Ｇ）２０１４年に政府が⽇本海側の津波について、どのような
地震・津波が発⽣するかについてモデルを⽰し
それを受けて県が被害想定を公表していること

（Ｈ）⽇本海側の津波は到達するまでの時間が短いこと

（Ｉ）⽇本海側の津波は発⽣確率の計算は難しいこと

（Ｊ）「最も早く到達する津波」の想定が「最
も⼤きな津波」の想定という訳ではないこと

（Ｋ）⽇本海側の津波については、⼤規模に広域
で津波が発⽣する可能性は低いこと

（Ｌ）⽇本海側の津波の想定は、断層ごとでそれぞれ最⼤クラス
の津波を想定して、その津波があった場合に想定される
浸⽔区域、⽔深、津波到達時間を⽰したものであること

全体
Ａ．新潟市
Ｂ．村上市
Ｃ．鶴岡市
Ｄ．粟島浦村



普段の地震対策 34

37.5

25.8

17.7

32.0

8.5

43.1

28.3

40.1

1.7

1.1

2.6

0.2

16.1

32.3

6.0

3.5

15.3

27.8

31.8

15.9

30.6

9.0

40.8

22.0

13.9

2.4

1.6

4.1

0.4

16.7

30.2

6.1

4.1

22.0

30.4

17.4

20.3

27.5

11.6

31.9

17.4

40.6

0.0

1.4

0.0

0.0

7.2

18.8

1.4

7.2

21.7

40.4

23.8

18.6

34.3

8.4

43.7

31.6

49.0

1.8

0.9

2.2

0.1

17.1

35.5

6.1

3.0

12.3

57.4

34.0

10.6

12.8

2.1

61.7

29.8

51.1

0.0

0.0

4.3

0.0

12.8

17.0

10.6

2.1
12.8

0.0 % 20.0 % 40.0 % 60.0 % 80.0 %

⾮常⽤持ち出し袋の準備
⽔・⾷料の備蓄

家具転倒防⽌
地震保険への加⼊

出⼊り⼝の確保
避難所・避難場所の確認

避難所・避難場所への道順の確認
地震避難訓練・防災訓練への参加

ガラス⾶散防⽌
ブロック塀転倒防⽌

耐震補強
転居

地震に備えた家族の話し合い
ラジオの準備

寝袋や⽑布の準備
その他

地震対策は⾏っていなかった

全体
Ａ．新潟市
Ｂ．村上市
Ｃ．鶴岡市
Ｄ．粟島浦村

普段の津波対策 35

36.5

70.2

24.0

12.0

2.6

15.8

27.8

60.0

24.1

1.6

1.2

24.9

15.9

59.4

18.8

8.7

2.9

24.6

40.9

74.1

24.9

15.0

3.1

12.4

51.1

83.0

19.1

27.7

2.1

4.3

0.0 % 20.0 % 40.0 % 60.0 % 80.0 % 100.0 %

津波のハザードマップを確認していた

津波の避難場所を確認していた

津波が襲来した時の避難⽅法や決
まりごとを家族と話し合っていた

⾃治体や国が開催する津波の
勉強会などに参加していた

その他

津波対策は⾏っていなかった

全体
Ａ．新潟市
Ｂ．村上市
Ｃ．鶴岡市
Ｄ．粟島浦村



まとめ

⼭形沖地震に関する津波避難⾏動に関するまとめ

• 避難をした⼈は79.8％。
• ⽇本海側の津波はすぐに地震が到達するが、すぐに避難
を始めた⼈は少ない（10分以内に避難を始めた⼈は、避
難をした⼈の36.1％。

• ⽇本海側の特性について理解が低い
• ⽇本海側の津波の特性の理解（確率的に低いなどの理
解）は、「避難」に結び付きにくい＝伝え⽅に⼯夫が必要

• 「地震の揺れ」そのもの、家族などの「周囲他者」、 「津波
注意報の認知」、この３つが⼤きな避難要因となっている。
ハザード、コミュニケーション、情報の３つが重要。
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